
第１回チーム“SUNAGAWA”農商工団結セミナー 振り返り 

 

と き  平成２９年１２月２１日（木）１８：００から 

ところ  地域交流センター ゆう 

 

     

今回で３度目の来訪となる講師 （一社）地球MD代表理事 山本 聖（さとし）氏（右） 

善岡市長も最後まで参加しました。 
 

   

本セミナーは『市内消費を最大化させる』ために、市経済部が開催しました。 



第１部 地域ブランドづくりについての基本的な考え方 
 

      
 

地域ブランドづくりとは、『知りたい街』『行きたい街』『住みたい街』の３つのステップに分け

て、定住自立による人口増加を目指すことが最終目的です。 

    

地域ブランドのファンを増やすことで、「その地域へ行ってみたい！」という『聖地巡礼』現象

が必ず起こります。『聖地巡礼による観光客増加 → 人が集まる → 消費が増える → 街が元気に

なる → リピーターの獲得 → 更なる地域活性化』の流れとなります。 



事例① 大山（だいせん）開山１３００周年祭 

   
 

鳥取県の７つの商工会がひとつのチームとなり、伯耆（ほうき）富士とも呼ばれる大山を地域ブ

ランドとして、昨年から地域内での連携と地域外への発信（ＰＲ）を行っています。 
 

事例② ヒロシマ・デパートメント 

    

国内生産量１位のレモンが、広島県の地域ブランド。地域ブランドのイメージがわかりやすく描

かれています。 



事例③ 秩父プロジェクト 

  

 秩父地域（１市４町）がひとつのチームとなり、国内生産量１位のメープル（カエデの木）をイ

メージした『LOVE CHICHIBU』をタイトルに地域ブランドとして、地域内での連携と地域外

への発信（ＰＲ）を行っています。これら３つの事例に共通していることは、地域の様々な立場の

方々が集まり知恵を出し合い団体戦（チーム）で役割を決め地域活性化を行っています。 

 

第２部 砂川版地域ブランドづくり大ミーティング 
 

  

写真左から、 本田 啓輔  様  ㈲ほんだ菓子司代表取締役 

           泉山 利彦  様  砂川ハイウエイオアシス観光㈱代表取締役 

           佐々木 孝一  様  新砂川農業共同組合専務理事 

           福士 勇治      砂川市経済部長 



第２部は、砂川の地域ブランドづくりについてのパネルディスカッションを行いました。 

共通のテーマとして『砂川市第６期総合計画』をもとに、砂川市が北海道で初めて宣言した『ふ

るさと名物応援宣言“砂川スイーツ”』を題材に、改めて砂川の地域ブランドづくりについて考え

てみました。 

       

藤丸百貨店 藤本 長章 代表取締役社長 
 

ゲストとして参加された帯広市の藤丸百貨店 藤本社長より、一昨年に藤丸百貨店他 1,300 を超

える事業所と連携した取り組み『街なか再生プロジェクト』において、ひとつのチームとして十勝

ブランドとして地域内での連携と地域外への発信（ＰＲ）を行い、より地域と密着した百貨店を目

指している事例をお話ししていただきました。 

     

最後に、地域ブランドづくりに必要なこととして、『地域資源』、そして『人』こそが最強の資源

であり、個が集まってチームになること、みんなで砂川の地域ブランドを作っていくことを確認し、

第１回目の“SUNAGAWA”農商工団結セミナーが閉会しました。 



 

雪の降る年末の忙しいさなか、１２８名の方に参加いただきました。ありがとうございました。 
 

セミナー終了後の情報交換会 

 
 

５８名に参加いただき、賑やかな異業種交流となりました。 
 

次回の第２回チーム“ＳＵＮＡＧＡＷＡ”農商工団結セミナーは、２月２３日（金）

と２４日（土）を予定しています。次回は、ひとつのチームとして砂川のブランド

づくりについてより具体的な方策を考えるセミナーです。 

是非、ご参加いただきますようよろしくお願いします。 
 

お問合せ：砂川市 経済部 商工労働観光課 商工観光係 ℡54-2121（内線 347） 


